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開花期前後の根圏浸漬処理が大豆品種の生育・収量に及ぼす影響（第2報）
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（Tohoku National Ag－i…ltu－81Experiment St8tion）

1　緒　　　　言

前報1）において．大豆品種の開花期前後における短期

過湿処理によって．大豆が湿害を呈する条件として地下水

位を－11仰以下にした方がよいことを明らかにした。本

試験では，更に短期間の処理方法について検討し，耐湿性

検定の試験方向を兄いだすための参考資料を得ろことを目

的とした。

2　材料及び方法

供試品種は，ワセシロゲ（早生）．シロセンナリ（中生），

ネマシラズ（晩生）の熟期を異にした3品種を用い，栽培

条件は1／2．0008ポットに6月26日播種．1ポット2本立

てとして．各処理区3ポットを供した。

浸漬処理の方法は．あらかじめポットを処理水位に保持

出来る水槽を用意し，図1に示す処理条件にしたがってポ

ットを水槽に浸漬した。
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図1　浸濱処理の時期及び期間

3　試験結果及び考察

浸濱処理による葉色の退化は処理開始後4～5日ころか

らみられ，前報とほほ同様な結果であった。

図2には品種別に各処理の一個体当たり平均全重，子実

重，英数の変動を示した。また，表1には品種別．処理水

位別に処理期間と処理時期をそれぞれ込みにしてまとめた

個体当たりの平均子実重，粒数及び百拉重とそれらの対照

区との相対値を示した。

これらの図及び表に示すとおり．浸漬処理により．全重，

子実重，拉致に減少傾向がみられた。また∴百粒重は処理

の直接的な影勤まみられないが，処理条件や品種によって
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図2　浸潰処理による全重・子実重と

英数（個体当たり）

は逆に増加傾向がみられた。このことは拉致の減少が関与

していろものと思われろ。

処理期間の長短と子実重の変動については，両水位とも

処理期間が長いほど減収程度が大きくなろ傾向を示した。

これを，処理期間別に対照区との相対値の差でみろと，水

位Oc刀における3日間処理では，品種平均で7％，品種間

でも5～9％の範囲で減少したが．差が少なく不明瞭であ

った。しかし，6日間処理の減少率は．品種平均で20％と

なり．品種間ではワセシロゲ25％，シロセンナリ16％，ネ

マシラズ19％，とそれぞれ3日間処理より減少率が大きく

なり，かつ品種間に明らかな差がみられた。更に，12日間

処理の減少率は，品種平均で33％となり，品種間でもワセ

シロゲ43％，シロセンナリ36％，ネマシラズ20％．と6日

処理より一層大きくなり．品種間の減少程度の差も顕著に
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蓑1各処理による子実重と関連形質の品種間差異

水位

品種名

処理

ワ　セ　シ　ロ　ゲ シロセンナリ 不　マ　シ　ラ　ズ 品　種　平　均

子実重 拉　 数 百校重 子芙重 拉　 数 百粒重 子実重 校　 数 百粒重 子実重 粒　 数 百粒重
（ダ） （拉） （ダ） （タ1 （拉） しぎ） （ダ） （粒） （ダ） （牙） （拉） （タ）

0 m

期

間

3 日 17．4 75．8 23．0 19．9 雛 21．9 20 8 90　2 ◆晶 よ 鋸 85 7 22 7
（95） （99） （97） （91） （95） （夢2） （宮9） （す4） （す9）

6 日 13．8 62．9 22．0 18．3 85，7 21．5 18　3 83 7 22 0 16 8 77 4 21 8
（75） （82） （92） （84） （90） （93） （諺1） （旨2） （160） （旨0） （雨） （す5）

12日 10．5 44．0 23．9 14．0 63．2 22．2 17．9 79．7 為 あ 14 1 62 3 為 品
（57） （57） （100） （64） （67） （96） （80） （78） （旨7） （右8）

時

期

Ⅰ 14．1
（77）

65．7
（86）

21．6
（91）

鮎 視 21．3
（92）

20．0
（89）

認め 品 あ 17．9
（86）

電弘 鋸

Ⅱ 14．0 60．8 23．1 鮎 彗猫 22 4 19．3 86 4 22 3 17 2 76 6 22 6
（77） （79） （97） （如） （86） （宮5） りむlj （g2） （宮4） （弓8）

Ⅲ 13．5 56，1 24．2 鵠あ 66．0 22．0 17．7 76 9 益 ム 15 2 66 3 （鋸 ）
（74） （73） （102） （70） （95） （79） （ブ6） （菅3） （菅3）

平 均 13．9 60．9 23．0
（97）

㈲ 80．0 鵠晶 19．0 84．5 22．5 16 8 75 1 22 5
（76） （79） （84） （84） （83） （102） （宮0） （謹2） （替8）

－10 cm

期

間

6 日 16．3
（89）

73．8
（96）

那 18，9
（86）

85．8
（91）

視 ） 髄 ㈲ 21．9
（99）

鮎 83．3
（91）

22．0
（96）

12日 14．1 61．5 23．0 16．3 75．5 21．8 18．1 80．4 22．6 16 2 72 5 22 5
（77） （80） （97） （74） （80） （94） （80） （79） （102） （弼 （菖0） （柚

18日 鮎 48．0 益 品 17．0 77，6 21．9 15．9 裾 為 あ 15 0 66 0 23 2
（63） （78） （82） （95） （71） （柑） （亨2） （161）

時

期

Ⅰ 鋸 ． 74．7
（97）

ミ弘 19．9
（91）

93．2
（98）

視 18．7
（83）

85．5
（84）

為 あ 尉 ） 84．5
（93）

21．8
（95）

Ⅱ 12．9 56．0 23．2 朋 ） 77．8 視 ） 17．5 78．3 22 5 15 9 70 7 22 6
（70） （73） （97） （82） （78） （77） （1古2） （ゲ6） （柑） （夢8）

Ⅲ 13．0 鮎 為 る 15．2 67．9 鋸 17．5 79．3 品 あ 15 2 66 6 23 3
（71） （69） （72） （78） （78） 行3） （ゲ3） （161）

平 均 14．1 6 1．1 23．6 ㈲ 79．6 21．9 17．9 81．0 22．2 lti S 73 9 髄
（77） （80） （99） （84） （95） （80） （80） （100） （ヲ9） （紺）

対　 照　 区 18．3
（100）

76．7
（100）

晶 あ 21．9
（100）

94．8
（100）

胤 ） 晶 あ 101．8
（100）

あ あ 鵡 品 視 ） 晶 品

注．1）各処理の組合せから処理別に込みにした個体当たりの平均値。

2）（）内は対照区との相対値（％）。

現われた。水位－10e硯の場合も同様な傾向がみられ，6

日間処理では減少率が低く．12日間処理で品種平均が22％

の減少となったが，品種間の減少率の差が明らかでなかっ

た。18日間処理では品種平均で28％，品種間ではワセシロ

ゲ34％，シロセンナリ22％，ネマシラズ29％，とそれぞれ

減少率に差がみとめられた。

次に，処理時期と子実重の変動を対照区との相対値から

みると，Ⅰ期〈Ⅱ如くⅢ期の傾向で処理の影響が両水位で

みられた。また．品種間でもわずかな差はみられたが，減

少傾向は同じであった。したがって，処理時期は処理の影

響による差が安定してくる時期が望ましく，Ⅱ期以降が適

期頃とみられる。

更に．処理水位と処理期間についてみると，水位Oe孤と

－10cmの処理間で処理日数が異なろにもかかわらず．子

実重及び拉致のいずれも処理平均値及び相対値が同水準と

なった。これを個々にみた場合，Oe孤の3日間と－10cm

の6日間処理．また同様にOe初の6日間と一10C孤の12日

間処理，及びOc仇の12日間と－10mの18日間処理では，

それぞれの組合せの平均値及び対照区との相対値が近似し

ている。このことはト地下水位が高ければ処理期間が短期

でも子実収量に影響を及ぼすことを意味する。したがって．

圃場での滞水時には速やかに排水して地下水位を出来るだ

け早く下げることは，被害軽減に有効なことを示すもので

あり注目されよう。

4　摘　　　　要

大豆品種の耐湿性検定の試験方向として，開花期前後の

短期過湿処理方法について熟期の異なるワセシロゲ，シロ

センナリ，ネマシラズの3品種を用いて，ポットの水槽浸

濱処理を水位，期間，時期の組合せで検討を行った。

処理の影響について各品種の全重，子実重及びその関連

形質を調査し，処理別の個体当たりの絶対値と対照区との

相対値から，処理によろ子実重の変動傾向と品種間の減少

程度を比較した。その結果，水位は一10川よりOe爪で影

響が大きく，期間はOc罰で6日と12日，－10で司では12日

と18日で処理による減少程度の差が品種間にみられる。時

期については開花始より開花盛期以降の処理による影響が

大きく，品種間の差異も兄いだせるものと考えられる。
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